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鶴岡市社会福祉協議会

　令和2年4月末、長年地元住民の食生活を支えてきた
三瀬地域唯一のスーパーが閉店しました。このことは地
域住民のみならず、豊浦地区（三瀬・小堅・由良）で暮ら
す住民の生活に大きな影響のある出来事でした。近年、
地域に複数あった金融機関が撤退するなど、生活のしづ
らさが増す中で、このような状況を何とか打破できない
かという思いから、地元住民が主体となり、ミニスーパー
「産直さんぜ」（鶴岡市三瀬142-3）を立ち上げました。
　スーパーは利用する地域住民にとってのコミュニティ

の場にもなっていたことから、閉店によって利用してい
た高齢者の閉じこもりなども懸念されました。代表の鈴
木正さんは、「このままでは将来自分たちも困ると思い
ました。店舗販売に加え買い物に不便を感じている世帯
への買い物代行や移動販売、昔ながらの御用聞きも行い、
利用者との信頼関係を築き上げ、住民同士が遠慮しない
で助け合える、住民の住民による住民のための元気な地
域づくりを目指したい。」と話されていました。

次頁では利用者の声を紹介 !

誰一人取り残さない！ 地域住民のくらしを守る買い物支援誰一人取り残さない！ 地域住民のくらしを守る買い物支援

住民の住民による住民のための住民の住民による住民のための
　　　　　　　　　元気な地域づくり　　　　　　　　　元気な地域づくり
住民の住民による住民のための住民の住民による住民のための
　　　　　　　　　元気な地域づくり　　　　　　　　　元気な地域づくり

支
え
っ
ぞ
！

過
ご
さ
い
る
〜

今
日
も
笑
っ
て

み
ん
な
で



小堅地区

　
小
堅
地
区
で
は
、
福
祉
協
力
員
研
修
会
や
災
害
時

要
援
護
者
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
地
域
住
民
の

安
心
や
防
災
に
つ
な
が
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
開
催
さ
れ
た
福
祉
協
力
員
研
修
会
で
は
、
福

祉
協
力
員
の
役
割
、
実
際
ど
の
よ
う
に
活
動
す
る
の

か
を
、
寸
劇
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

避
難
マ
ッ
プ
作
成
事
業
で
は
、
参
加
者
が
情
報
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
一
目
で
分
か

る
よ
う
地
図
に
シ
ー
ル
を
貼
る
な
ど
し
、
災
害
時
に

要
援
護
者
が
把
握
し
や
す
い
避
難
マ
ッ
プ
が
完
成
し

ま
し
た
。
他
に
も
安
心
カ
ー
ド
や
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
鍵
預
か
り
事
業
の
利
用
者
情
報
の
更
新
な
ど
も

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
一
丸
と
な
っ
て
動
け
る

体
制
を
今
後
も
整
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　「産
直
さ
ん
ぜ
」で
は
、
個
人
宅
や
サ
ロ
ン
活

動
の
拠
点
な
ど
の「
集
い
の
場
」へ
の
移
動
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。実
際
に
利
用
す
る
方
の
声
や
、

三
瀬
地
区
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
声
を

紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
の
９
月
、
温
海
地
域
に
あ
っ
た
地
元

ス
ー
パ
ー
の
閉
店
を
受
け
、
地
域
の
お
母
さ

ん
た
ち
が
地
域
住
民
の
た
め
に
な
れ
ば
と
、

産
直
さ
ん
ぜ
の
姉
妹
店
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー「
浜
っ

こ
マ
ル
シ
ェ
」（
鶴
岡
市
温
海
戊
37

－

6
）を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
は
、
鶴
岡
市
主
催

の
「
地
域
支
え
合
い
活
動
研
修
会
」
に
参
加

し
た
際
、「
産
直
さ
ん
ぜ
」の
取
り
組
み
を
知
っ

た
こ
と
で
し
た
。開
店
に
向
け
て
の
準
備
で
は
、

代
表
の
鈴
木
さ
ん
か
ら
も
様
々
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
い
た
そ
う
で
す
。

　
お
店
の
棚
に
は
食
品
や
日
用
品
な
ど
沢
山

の
商
品
を
は
じ
め
新
鮮
な
地
元
野
菜
や
手
づ

く
り
の
総
菜
を
並
べ
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
駄
菓
子
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
主
体
の
住
民
の
た
め
の
元
気
な
地
域

づ
く
り
の
輪
が
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

個
人
宅
へ
の
訪
問

鈴木さん「何か困ってることねえが～」
何気ない会話も大事なコミュニケーションです。

集
い
の
場
で
の
出
張
販
売活動日に合わせて出張販売を行います。

この日は上郷地区中山のしあわせ会へ。

代表の鈴木正さん（左）と生産者の皆さん

温
海
地
域「
浜
っ
こ
マ
ル
シ
ェ
」

他
地
域
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
！

三瀬にスーパーが無くなった時はこれからど
うしようかと不安でしたが、こうして家まで
来てもらえるので大変助かっています。自分
で選んで買えるのも嬉しいですね。

野菜や総菜、その他食品な
どたくさん！他に欲しい
ものがあれば、後日届けて
くれます。

鈴木さんの取り組みが、三瀬地区支え合いプラン「みん
なでつくる安心のまち三瀬」の取組「おだがいさま見守
りネットの活用」となっています。こうした取組を心強
く思っていますし、地区のみなさんも喜んでいます。

三瀬だからとか、産直だから出来るということ
ではなく、気持ちがあれば誰でもどこででも出
来ることなんだよ。

三瀬地区福
祉のまちづ
くり協議会

第1回 まちづくりはここから! 地域支え合いプラン
シリーズ

　鶴岡全26地域での「地域支え合いプラン」完成について本紙でもお伝えしました。「地域支え合
いプラン」をもとに、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていける地域づくりのため、各地域
で様々な取組が行われています。ここでは取組の内容を詳しくご紹介していきます。

　
三
学
区
で
は
、
今
年
度
よ
り
「
み
ん
な
で
集
う
座
談
会
」
が
始
ま

り
ま
す
。
町
内
会
ご
と
に
今
後
で
き
そ
う
な
こ
と
や
地
域
の
困
り
ご

と
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
21
町
内
会
中
、
現
在
３
町
内
会

で
開
催
さ
れ
、
城
北
町
座
談
会
で
は
、「
支
援
が
必
要
な
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
把
握
が
必
要
」「
学
校

と
も
連
携
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
座
談
会
の
開
催
は

初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
参
加
し
た

方
か
ら
は
、「
学
区
の
事
業
が
分

か
っ
て
良
か
っ
た
」「
こ
う
い
っ

た
機
会
は
今
ま
で
な
か
な
か
無
か

っ
た
の
で
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　「
お
だ
が
い
さ
ま
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
活
動
」
は
、
公
的
な
サ
ー
ビ

ス
で
は
対
応
で
き
な
い
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
抱
え
て

い
る
方
々
へ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支

援
を
行
う
取
組
で
す
。

　
今
回
開
催
さ
れ
た
連
絡
会
に
は
、

７
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
を
含
む
15

名
が
集
ま
り
、
普
段
行
っ
て
い
る
支

援
や
日
頃
感
じ
て
い
る
課
題
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
と
て
も
頼
り
に
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー

さ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
活

動
に
向
け
て
切
実
な
課
題
も
あ
る
こ

と
が
伺
え
ま
し
た
。

第三学区 第三学区社協と町内会の座談会を通じて、地域・町内の課題を知って解決の
ための方向付けをする

みんなで集う座談会ラプ ン １

サポーター連絡会の開催、住民への活動内容周知、情報交換
おだがいさまネット活動ラプ ン ２

シェアルームでの集いの場、お茶のみサロンの開催、若い世代も入れた語り合いの場など
ラプ ン １ 小堅のことをみんなで語ろう

鍵預かり事業、災害時要援護者避難マップ作成、安心カード、福祉協力員研修会の開催など
ラプ ン ２ みんなでつくろう小堅の安心

地
域
住
民
の

　く
ら
し
を
守
る

　
　  買
い
物
支
援

地区の特色　鶴岡市の海岸部のほぼ中
央、鶴岡地域と温海地域との境に位置し、
小波渡、堅苔沢の二つの集落がある。
人口 695人　　世帯数 248世帯

（令和3年4月現在）

学区の特色　高校や大学、図書館、市立
病院等の公共施設が集合しており、最も
世帯数の多い学区。
人口 12,304人　　世帯数 5,869世帯

（令和3年4月現在）

浜っこマルシェ スタッフの皆さん

城北町座談会支え合いネットサポーター連絡会

緊
急
時
・
災
害
時
は

　
　
　
　み
ん
な
で
助
け
合
い
！

　町
内
会
ご
と
に
座
談
会
開
始
！

　頼
り
に
な
る
町
の
サ
ポ
ー
タ
ー
！

　
　
　
　
　課
題
解
決
へ
向
け
て
話
し
合
い

災害時要援護者避難マップ作成事業
自治会、民生児童委員、福祉協力員の皆さん

ずっと住みたいこの町に
　　　 小堅の安心はみんなで作る！

サポーターが高齢化しており
　　　担い手不足が心配
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サポーター連絡会の開催、住民への活動内容周知、情報交換
おだがいさまネット活動ラプ ン ２

シェアルームでの集いの場、お茶のみサロンの開催、若い世代も入れた語り合いの場など
ラプ ン １ 小堅のことをみんなで語ろう

鍵預かり事業、災害時要援護者避難マップ作成、安心カード、福祉協力員研修会の開催など
ラプ ン ２ みんなでつくろう小堅の安心

地
域
住
民
の

　く
ら
し
を
守
る

　
　  買
い
物
支
援

地区の特色　鶴岡市の海岸部のほぼ中
央、鶴岡地域と温海地域との境に位置し、
小波渡、堅苔沢の二つの集落がある。
人口 695人　　世帯数 248世帯

（令和3年4月現在）

学区の特色　高校や大学、図書館、市立
病院等の公共施設が集合しており、最も
世帯数の多い学区。
人口 12,304人　　世帯数 5,869世帯

（令和3年4月現在）

浜っこマルシェ スタッフの皆さん

城北町座談会支え合いネットサポーター連絡会

緊
急
時
・
災
害
時
は

　
　
　
　み
ん
な
で
助
け
合
い
！

　町
内
会
ご
と
に
座
談
会
開
始
！

　頼
り
に
な
る
町
の
サ
ポ
ー
タ
ー
！

　
　
　
　
　課
題
解
決
へ
向
け
て
話
し
合
い

災害時要援護者避難マップ作成事業
自治会、民生児童委員、福祉協力員の皆さん

ずっと住みたいこの町に
　　　 小堅の安心はみんなで作る！

サポーターが高齢化しており
　　　担い手不足が心配

3
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みなさまのご厚志に心より御礼申し上げます
（令和3年9月1日から令和3年10月31日までのご寄付を掲載しています）ご寄付ありがとうございました

★地域福祉センターなえづへ
・五十嵐　菊美 様� 30,000円
★なえづ老人デイサービスセンターへ
・山形パナソニック㈱ 様� 介助型車椅子�1台
★温海福祉センターへ
・イトー農場 様� 玄米�30㎏�17袋
★温海デイサービスセンター愛寿園へ
・五十嵐　伊都夫 様� 100,000円
・本間　義則 様� 30,000円

★鶴岡市ゆうあいプラザかたぐるまへ
・イオンモール三川 様� 商品券�22,400円分
★フードバンクへ
・�ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱�
山形テクノロジーセンター 燦活動 様

� 食料・飲料品�64点
・明治安田生命 荘内北営業所 様
� 食料・飲料品�134点

・（独）国立高等専門学校機構 鶴岡工業高等専門学校 様
� 乾パン�128パック入�16箱
★フードバンク、子ども食堂へ
・（有）すがわら製麵 様� ひやむぎ�1,200袋
★特別指定寄附（オフィス「ひので」へ）
・（医）レスポアール すこやかレディースクリニック 様
� 50,000円

　10月4日（月）秋晴れの下、「羽黒創造の森グラウンド・ゴルフ場」に
おいて、羽黒グラウンド・ゴルフ協会、鶴岡市老人クラブ連合会羽黒支部、
羽黒身体障害者福祉協会、羽黒地域福祉委員会のご協力をいただき、第
１回「赤い羽根共同募金チャリティグラウンド・ゴルフ大会 in 羽黒」を
開催しました。この大会は、赤い羽根共同募金の理解を得るとともに、
グラウンド・ゴルフを通して高齢者や障がい者の方々の生きがいづくり
に貢献することを目的としています。
　多くの方からご参加いただき、「笑い声・ため息…」等が響き、コロナ
禍を忘れさせてくれるような楽しい時間を過ごすことができました。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

情報掲示板

年末にお困りの方に食品を提供します
　鶴岡地区特養連絡協議会の9法人で形成する

「鶴岡市社会福祉法人連携における公益的な取
組にかかる連絡会」の取組として、年末にかけ
て支援が必要な方に向けたフードドライブを実
施いたします。
　食事面でお困りの方に食品（主にカップラー
メン、乾麺、レトルト、缶詰など）を提供しま
すので、ご希望の方は提供期間内に鶴岡市社会
福祉協議会 地域福祉課または各地域福祉セン
ターまでご連絡ください。

◉提 供 期 間　令和3年12月20日（月）～24日（金）
　　　　　　　　　　　午前９時 ～ 午後５時
◉お問合せ先　鶴岡市社会福祉協議会　地域福祉課、
　　　　　　　　　　　　　　各地域福祉センター

　（連絡先電話番号は本ページ下段をご覧ください）

※ 必要な数量の確認等のため、事前にお電話でご連絡
くださいますようお願いいたします。また、数に限
りがありますので、在庫切れの際はご了承ください。

【鶴岡地区特養連絡協議会の9法人】
・思恩会・恵泉会・櫛引福寿会・羽黒百寿会・あつみ福祉会・一幸会・朝日ぶなの木会・ふじの里・鶴岡市社会福祉協議会
　　　※ 今回の「フードドライブ」は、参加法人職員の家庭から食品を持ち寄り、様々な事情で生活にお困りの方

に役立てていただく支援活動です。

第第   １１  回回
「赤い羽根共同募金チャリティ「赤い羽根共同募金チャリティ
 グラウンド・ゴルフ大会 in 羽黒」開催しました  グラウンド・ゴルフ大会 in 羽黒」開催しました !!!!

大会参加費の一部が大会参加費の一部が
共同募金会に寄付されます共同募金会に寄付されます


